







その他のタイトル An Analysis for Hisitorical Sociology of Crime
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1I奇山治男ほか編 (2008) は，支援の実践に対する 2次観察にもとづき，望まし
い支援のありかたを検討する.とりわけ，伊藤智樹とイ左藤恵は，セルフヘルプ・
グループを対象とする質的調査にもとづき，支援の実践を，障害者の主体的な「自






















































に求める(浜井 2004: 19-21). また，浜井浩ーとT.エリスは，検察主導型
の厳罰イヒが日本で進展したー闘を，犯罪被害者支援運動がマスコミをとおして一




















田 2004 : 419 -23). また河合幹雄は，社会構造の変動によって犯罪と非犯罪と
の間の境界が陵昧化したことで，一般市民が自らを潜在的犯罪被害者だと認識す
るようになったという.このことが，犯罪被害者保護にかんする制度改革の推進

























カテゴリーを， Iクレイム申し立て活動 Cclaims-makingactivity) J (Spector and 
Kitsuse 1977 = 1990 : 119)や「成員カテゴリ一化装置 (membershipcategori凶




て相互に関連づけておこなわれると考察する CWatson1983 = 1996). また J.A. 
ホルスタインと G. ミラーは 新聞やテレビにおける発話にもとづき，被害者
というカテゴリーがある人間に特定の形容認を付与する言語行為のなかで構築さ
れると分析する.その形容詞として， I無垢(innocence)JなCHolsteinand Miller 
1990 : 105)， I受動的な (passive)J，ならびに「無力な (helpless)J (Holstein 
and Miller 1990: 119) という形容詞をあげる.
以上の構築主義およびEMにおける被害者研究に依拠して，百本でも多くの
事例研究が蓄積されてきた(鮎JlI1996;土井 1998 ;狩谷 1998;北津




第 1 に，被害者というカテゴワーの基盤となる学 11:11 1'l~な思考枠組みを十分に記

























































被害者言説を， I加害者の f処罰uや f耳IlWi:jにかわって，被害者の f救済jや
f支援jにより，社会の連帯やカタルシスの達成を目指す，新たな言説J(佐藤














































































の視角は，学長1]の言説編制を分析する言説分析 (Foucault 1963 = 1969， 1966 = 
1974など)に基本的に依拠するものである.
しかし， M. フーコーの理論をそのまま援月3するのでなく，フーコーの方法を
有効な参照点のひとつとする視角(赤)1 1999: 18-9) にもとづく 2へその理































































者学を専i可にする学者(牧野 1909 [1911J ;宮津 1966 ;大谷実 1975など)
と28) 精神医学，臨床心理学，ならびに被害者学を専門にする学者(I宇田 1958 ; 





















自動車損害賠償責任保険(自賠責保険)への個人の強制加入(亀井 1956 : 86)， 
行政による再保険をとおした自賠責保険の財源の調整(亀井 1956 : 88 -9 ) ，
ならびに無保険車による交通事故の被害者を対象とする公的保障事業の整備(亀

























1 )たとえば，諸j宰英道 (1999)，瀬)11晃編 (2000)，村t橋!径幸編 (2000)，藤森
手!J美編 (2001)，諸j翠英道・小西聖子編 (2001)，大和田議子 (2003)，長井進
(2004) ，石井車Jj子 (2009) などである.
2 )当該期間において出版された，特集名に被害者という言葉および支援という
言葉を含む特集として，以下のものがある. 1999年のf警察学論集jの特集(1特
集・被害者支援の動向と課題Jr警察学論集j52 (8) : 1 -58)， 2000年の f現
代刑事法』の特集 (1特集・犯罪被害者の保護と支援Jr現代刑事法j2 (2) : 4 
-72) ，ならびに注7であげる特集である.


















6) 1992年 3 月に，精子11 [玄学を専門にする IJ~上結を代表として，東京医科 j密科，大
学難治疾患研究所のなかに設置された民間団体である. 2000年に，被害者支援
都民センターに改称された. 2010年に，公益社団法人として認定された.
7 )第 1回犯罪被害者支援フォーラムは， r警察学論集jの特集において紹介さ
れた(¥特集・被害者対策の進展 犯罪被害者支援フォーラム基調講演Jr警察
学論集j50(4) :94-159). また第 3回と第 411Ilも， 1可誌の特集において紹介
された(¥特集・第 3@犯罪被害者支援フォーラムJr警察学論集J52 (3) : 1 





















のか分析する(堀 2014 : 108 -44) . 












































する領域として，以下のものがある.精ネ!TI窒学 (Foucault[1961J 1972 = 1975 
など)， I臨床医学 (Foucault 1966 = 1974など)，ならびに刑事司法 (Foucault
1975 = 1977など)である.
22) この視点は，赤)11(1999: 56)から示唆を受けたものである.




















(石井幸夫 2009 : 202 -4 ) .そして永井がその過程で，自らの議論に対する
一般的な評価をととのように意識したのか(石井幸夫 2009:210-2)，科学の
真理に対する日常的な直観をどのように動員したのか(石井幸夫 2009 : 212 
-5)，ならびに日常的な推論方法をどのように活用したのか(石井幸夫









また社会保険を対象とした歴史研究に， R. カステル(Castel 1995 = 2012)， 






31)たとえば，野村好弘編 (1970)，後藤芳朗(1974)，大谷実 (1975) である.
32) たとえば，小西聖子 (1996)である.
33) この視点は，仁平典宏 (2011)から示唆を受けたものである.仁王子は， rボ
ランティアjという言説の産史的な形成過程を記述するために，その言説に先
行する「慈善Jと「奉仕Jという言葉に注自する.
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